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救出救護、応急救護、通報連絡

独立行政法人国立文化財機構文化財防災センター

傷病者等発生

博物館資料
被害発生

館内被害状況等の把握と共有
（連絡・報告等）

▸来館者及び館内スタッフの被害状況
▸博物館資料の被害概況
▸その他の館内被害概況

体制の検討と対応準備
▸勤務時間外の発災

→緊急連絡網で連絡
→緊急参集可否の判断
→緊急参集

▸対策本部設置場所の確保と設営準備
▸防災用具・救急用品の準備と確認
▸所轄部署への連絡

臨時閉館、避難の判断等【対策本部】
▸臨時閉館（臨時休館）、
避難誘導の判断
▸避難等の館内アナウンス
▸チケットの取扱いに関するアナウンス
と対応
▸所轄部署への連絡

▸関係者への連絡
（共催者、所蔵者、寄贈者、寄託者、

作家等）

災害復旧等の活動との調整
▸最終被害状況の確認
▸再開館の判断・発信・実施
▸記録の作成、共有、保存

状況の改善

※ 館の責任者・所轄部署・現場担当者・共催者等との連絡調整・協議は応急対応の随所で必要です。
本フロー図では簡略な記載しか行っていないので、フロー図作成の場合は館の実情に即して具体的に記載してください。

館内被害状況等の把握と共有

感知器発報放送（自動放送、
係員による館内アナウンス
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事象・被害 現場での応急対応 本 部

避難誘導

博物館資料に被害が発生するおそれ
がある時、ないし被害が発生した時
の対応

▸博物館資料の被災状況の確認、記録、報告
▸二次災害に備えた博物館資料への対応
▸被災した博物館資料への応急処置

館内アナウンス・対外的発信

情報発信

【シート１０】 火災発生時の主な事象と応急対応の一例（フロー図）Ver.1.0

▸誘導先（一時避難場所）の安全確認
▸避難口の開放、避難経路の確保
▸避難誘導
▸エレベーター閉じ込め・逃げ遅れの
確認と対応、

▸避難完了の確認・報告

避難誘導の館
内アナウンス
（非常放送）、
呼びかけ

鎮火の館内アナウ
ンス

消防機関への情報提供・案内

消防機関への通報

初期消火

安全防護措置（区画の形成等）

自動火災報
知設備作動

火災の発見

▸近くの自動火災報知設備の発信機を押し
て発報させる。
▸自衛消防隊消火班等が到着するまでの間、
消火器により初期消火

▸出火場所の確認
▸現場の確認（火災の有無の確認）

非火災

非火災報放送（自動放送、係員
による館内アナウンス）0

火災発生

臨時閉館（臨
時休館）及び
チケットの取
扱いに関する
アナウンス

消防機関到着

大声で「火事
だー! 」と叫び、
周囲に火災が
発生したこと
を知らせ、応
援を求める。


